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グリーンランド氷床コアにおける固体微粒子の粒径と形状

Size and shape of solid particles in a Greenland ice core
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　氷床コアに含まれる不溶性固体微粒子の濃度・粒径は，その微粒子の起源地域，輸送経路，風速等の指標と

して過去の環境復元に用いられている．この不溶性固体微粒子の濃度・粒径は，一般的に融解液中の粒子によ

る光の散乱・遮蔽や融解液の電気伝導度の変化から調べることが多いが，微粒子の氷床コア試料内部における

存在状態や形状に着目した研究は少ない．しかし，例えばBarnes et al. (2002)，Lambert et al.

(2008)，Simonsen et al. (2018)は，固体微粒子が氷の中で凝集していることや形状が多様であることを報告

している．より詳細な環境復元のためには，固体微粒子の濃度や粒径だけでなく，凝集の状態や形状を明らか

にすることが重要である． 

 

　我々は，氷床コアに含まれる固体微粒子の氷の中での存在状態と形状を明らかにするため，クライオ走査型

電子顕微鏡（SEM）によって固体微粒子を氷試料の中で直接分析した．NEEM（North Greenland Eemian Ice

Drilling）計画で掘削されたグリーンランド氷床コアの124 m（完新世），1548 m（最終氷期）および2406

m（最終間氷期）に含まれる固体微粒子の観察から，多くの固体微粒子が氷の中で凝集しており，凝集体を形

成する個々の粒子（個別粒子）は扁平であること（短軸／長軸比：0.4-0.8）が明らかになった．また，凝集体

と個別粒子の粒径は対数正規分布に近い分布を示しており，凝集体は完新世・最終間氷期で最終氷期より大き

い（中間値：完新世4.5 μm，最終間氷期5.9 μm，最終氷期2.2 μm）ことがわかった．本研究から得られた

知見は，固体微粒子から過去の環境を正確かつ詳細に復元するために必要な情報である． 
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